
　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　キリンについて　　　　　　　　　　　　　
今から何千万年のキリンの先祖は体が小さく首もあ
んまり長くありませんでしたその時は、森に住んで
いて木の葉、を食べていました。ところが、キリンの先祖
は、草原にすむようになりました。これはゾウとかでも同
じですけど草原で暮らすようになると体も次第に大きくな
るのです。
草原は、広々として見晴らしは、いいですが逆に敵に見つ
かりやすいのです。
そこに動物が住めるのは、あしが早い動物か体のでかい動
物だけです。
それでキリンの先祖も長い足を持つ動物に進化していった

のです。



草原にくらすようになったあとにも、首がながいきりんと
くびがみじかいきりんがいたそうですくびがながくないき
りんは、みずをのむときにまえあしをかがまないといけま
せん。キリンはとてもおおきなどうぶつです。そのような
大きなどうぶつがみずをのむたびにかがんでいるともう
じゅうにおそわれたときすぐにはにげだせません。そして
おそわれたときにすぐにげようとしてあしをおることもあ
ります。このように首がみじかいきりんは、生きていくこ
とにふべんでしたそれで首がみじかいきりんは、ぜつめつ
しくびがながいきりんがいきのこったのでした。


